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焼津市長 清水 泰  様

平成 22年 6月  3日

棒津市行財政改革推進審議会
会 長  坂本 光司

焼津市立総合病院に関連する意見について

平成 22年 3月 16日 (火)に 開準 された第 lo甲峰洋市行財政改革推進
審議会におぃて、焼津市立総谷病院に関連 して下記のとゃ り意見があったあ
で、報告いたします。

なお、下記意見に対する最り組み状況にっいて、年内に当番議会べ報告さ
れるようお願ぃします。
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1 現在の病院経営は極ゅて危機的状態にある。この危機を乗り越えるため
には、一部関係者だけではなく、病院長をはじめ、病院全職員や関係者全
答の改革、改善に向けてめ危機意識の共有と実行が急務である。
7 病院会計の健全イヒはもちろんでぁるが、患著ゃ客嫁等

へあサニ ビス面あ
改善や、病院職員あ職域または職場の改革、撃善の意識を高めるための方
策も重要である。

3 焼津市立総合病院だけで地域医療の拿てな担当してぃくのは到底不可
能である。それゅえ、当病院は、地域の中核的機能を維持 しっっ、専門的
な分野を強化 し、地域の病院同士や診療所等|まもとより、地域外の病院等
とのネ ットヮーク (連携)を 一段 と強化 して経営 してぃくべきでぁる。
4 健全な病院経営が行われている病院の共通項の 1っ は、患者満足度はも
とより、スタッフ満足度 ・地域満足度が高いとい ぅ点である。その意味で
は、今後病院スタッフ、とりわけ、医師や看護師にとっても魅力的な病院
経営に尽力すべきでぁる。
5 病院経営の自主性を高め、職員の意識改革を進めていくために、地方公
営企業法の全部適用を検討すべきでぁる。
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6 病院経音の現状を市長に理解していただくため、経営状態を定期的にわ

かりやすく情報公開していくヽきである。

7 病院の改革プランは、平成 21年度
～23年度となつているが、当病院め

抱える種々の問題等を嬌まえると、その改革t改 善は容易ではなく、
かな

りつ歳月を要すると息われる:そ の意味では、短期改革プラ
ンに加え、中

長期 (10年 経度)の 視点で再生タラジ
(マスタ~プ ラン)を 策定すべき

である。

8 1今後の病院経営を検討するメンパーには経営的な感覚をもつた有織者

の参加がた要,と

'わ

れる。また、「あり方検討委員会Jに
は、病院経営に

直接関係する委員が参加して
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たが、当彗者tお りヽ 未人を合あ各委員の
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